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牛肉の放射性物質に関する 
リスクコミュニケーション研究 

情報提供 
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の作成 
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第2回 
Web 
調査 

～H23年10月 H23年11月 H24年3月 

 グループ 1: 20-30代の未婚女性 
 グループ2: 小学生以下の子をもつ女性 
 グループ3: 小学生以下の子を持つ男性 
 グループ4: 50-60代の女性 
 グループ5: 50-60代の男性 

全国の 
20-60代の男女 

4,363名 

H23年12月 

放射性物質リスクをめぐる消費者認識の把握 
（何が，どう理解されているか？求められている情報は？知識は行動に結びつくか？） 

全国の 
20-60代の男女 

5,028名 
(うち，2,331名トレース) 



Web調査の概要１ 
ー回答者の属性ー 

性別、年齢別に 
各都道府県 
5人以上の回答 
 
 
・職業 
・学歴 
・専門 
・未婚／既婚／離死別 
・世帯人員数 
・回答に要した時間 

人数 % 人数 %

4,363 100.0 5,028 100.0

男性 2,165 49.6 2,641 52.5

女性 2,198 50.4 2,387 47.5

20～29 882 20.2 873 17.4

30～39 839 19.2 1,014 20.2

40～49 864 19.8 1,078 21.4

50～59 861 19.7 1,047 20.8

60～69 917 21.0 1,016 20.2

北海道 70 1.6 95 1.9

東北 433 9.9 582 11.6

関東 1,462 33.5 1,255 25.0

北陸 281 6.4 382 7.6

中部 347 8.0 516 10.3

近畿 500 11.5 624 12.4

中国 367 8.4 479 9.5

四国 292 6.7 383 7.6

九州 526 12.1 629 12.5

沖縄 85 1.9 83 1.7

第1回Web調査 第2回Web調査

全体

性別

年齢

居住地域



Web調査の概要 
―調査の項目― 

放射性物質，BSE，腸管出血性大腸菌，牛肉 知識 

放射性物質について，情報提供前後・有無との関係 

情報提供や知識と，商品選択行動との関係 行動 

       食品安全や，食事観，原発事故と被災地支援，リスク認知 
態度 
認知 

検査や，各主体の取組に対する評価・信頼 信頼 

腸管出血性大腸菌・ 
サルモネラ・ 

カンピロバクター 
BSE・クローン 

動物医薬品の残留 



食品中の 
放射性物質 

検査は誰が？ 
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放射性物質・原発に関する意識と信頼 
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も
，
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だ
け
速
や
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と
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べ

き
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環
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影
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と
，
現
時
点
で
は
原
子
力
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活
用
す
べ
き
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あ
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そう思う そう思う＋どちらかというとそう思う



食品安全・放射性物質への態度１ 
1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

食品事業者は、食品による健康被害をゼロにするために、可能

な限りの努力をするべきだ

値段が高くても、少しでも安全性の高い食品を買いたい

価格が高くなるなら、今以上に安全性を強化する必要はない

農産物を生産販売する農家は、利用したすべての農薬と肥料を

開示すべきだ

畜産農家は、その生産に使ったすべての飼料と動物用医薬品を

開示すべきだ

東日本で生産された、市場に出回るすべての食品は、少なくとも

今後1年は放射性物質の検査を受けるべきだ

原発事故が発生してから、食品を買うときはできるだけ福島第一

原発から遠い地域を選ぶ

放射性のセシウムが少しでも検出された食品は販売すべきでは

ない

放射性物質の検査には、お金も時間もかかるので、全農家の検

査は必要ない

規制値を超える食品は販売されていないだろうから、実際に買う

ときには気にしていない

放射性物質を多少摂取してもリスクは小さいから、あまり気にし

ないようにしている
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そう思わない そう思う 



食品安全・放射性物質への態度２ 

1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

食品事業者は、食品による健康被害をゼロにするために、可能な

限りの努力をするべきだ

値段が高くても、少しでも安全性の高い食品を買いたい

価格が高くなるなら、今以上に安全性を強化する必要はない

農産物を生産販売する農家は、利用したすべての農薬と肥料を開

示すべきだ

畜産農家は、その生産に使ったすべての飼料と動物用医薬品を

開示すべきだ

東日本で生産された、市場に出回るすべての食品は、少なくとも

今後1年は放射性物質の検査を受けるべきだ

原発事故が発生してから、食品を買うときはできるだけ福島第一

原発から遠い地域を選ぶ

放射性のセシウムが少しでも検出された食品は販売すべきではな

い

放射性物質の検査には、お金も時間もかかるので、全農家の検

査は必要ない

規制値を超える食品は販売されていないだろうから、実際に買うと

きには気にしていない

放射性物質を多少摂取してもリスクは小さいから、あまり気にしな

いようにしている
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主観的知識と客観的知識 
「わからない」と答えた人を含めた正答率 
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聞いたことがない（185名）

よく知らないが危害について聞いた

ことがある（941名）

健康影響についてなんとなく知って

いる（1,501名）

国の対策や健康影響についてなん

となく知っている(1,339名）

国の対策や健康影響についてよく

知っている（397名）



牛肉由来のリスクをどう認知しているか？ 

男性 女性 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 全体

腸管出血性大腸菌 3.68 3.87 3.73 3.70 3.72 3.75 3.97 3.78

回答率 87.3% 87.5% 82.2% 88.0% 90.2% 87.7% 89.0% 87.4%

サルモネラ属菌 3.54 3.70 3.56 3.53 3.56 3.60 3.82 3.62

回答率 85.9% 85.5% 78.7% 85.2% 87.7% 86.9% 89.7% 85.7%

カンピロバクター 3.37 3.60 3.39 3.33 3.43 3.51 3.73 3.48

回答率 67.2% 66.9% 60.9% 68.1% 69.6% 68.9% 67.9% 67.0%

BSE 3.23 3.64 3.27 3.21 3.47 3.48 3.70 3.44

回答率 87.8% 84.6% 78.9% 85.1% 88.8% 88.7% 89.3% 86.2%

動物医薬品の残留 3.29 3.58 3.28 3.23 3.45 3.48 3.68 3.43

回答率 79.2% 77.4% 68.8% 75.9% 81.3% 81.8% 83.4% 78.3%

放射性物質 3.22 3.59 3.30 3.41 3.42 3.39 3.50 3.41

回答率 88.1% 87.2% 82.0% 87.6% 88.7% 88.2% 91.7% 87.6%

クローン 2.90 3.40 2.85 3.00 3.22 3.24 3.37 3.15

回答率 78.5% 75.1% 71.1% 74.6% 79.4% 79.1% 79.6% 76.8%

０（リスクがない）～５（リスクが高い）の6段階評価 



牛肉由来のリスクをどう認知しているか？ 

女性は 
全体的に高く認知 

年齢階層が 
上がるほど 

リスクを高く認知 
30代は放射性物
質のリスクを相対
的に高く認知 



リスクランキング 
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7種類のハザードによるリスクを、何番目に高いと考えているか？ 



リスク低減のためにとる行動 
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被災地の食品にいくらまで支払うか？ 

検査をして、放射性物質が暫定規制値以下の場合 
検査をして、放射性物質が未検出の場合 
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被災地の食品にいくらまで支払うか？ 

検査をして、放射性物質が暫定規制値以下の場合 
検査をして、放射性物質が未検出の場合 
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被災地の食品にいくらまで支払うか？ 
11月調査 
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100％という回答が、「暫定規制値以下」で27.7％、未検出で51.1％ 
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被災地の食品にいくらまで支払うか？ 
３月調査 

100％という回答が、「暫定規制値以下」で31.5％、未検出で52.6％ 
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被災地牛肉の買い控え 
（2012年3月現在） 

福島県産で68.2％，他の地域は73.4（茨城）～78.9％（千葉）の回答者は買い控えをしていない 
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「100％以上」と「100％以下」は、どういう人たち？ 
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「100％以上」と「100％以下」は、どういう人たち？ 
～放射性物質に関する態度とリスク認知～ 
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提供した情報は知識や牛肉の選択に
どう影響するか？ 



情報提供の効果（知識） 
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知識は持続するか？ 
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フォーカスグループインタビュー 



第1回FGIの流れ 
0分～   開会（目的・概要等） 

10分～   自己紹介（アイスブレーク）   

20分～   食品の安全性についての問題意識 

   Post itを使って各自意見を書いてもらい，話し合う 

40分～   情報提供（アンケート調査時に示した内容） 

60分～   食肉中の放射性物質についての問題意識 

   提示した情報で，わかりにくいこと，足りない情報は？ 

110分～   総評、質疑応答時間 

120分    終了 



0分～   開会（目的・概要等），アイスブレーク 

10分～   フリートーク(情報入手先について）   

40分～   アンケート調査の結果について 

         - 検査主体や，被災地の食に関する評価 

60分～   情報提供資料リバイス版の説明 

   各自重要と思う情報カードを10枚抽出． 

   話し合いで統合・分離，各グループ10枚にまとめる  

   追加的に必要な情報  

110分～   総評、質疑応答時間 

120分    終了 

第２回FGIの流れ 



フォーカスグループインタビューから 
～もっと知りたい情報～ 

• ベクレルとシーベルトとの関係 

• “半減期”の意味 

• 確定的影響と確率的影響について、わかりやすく 

• 放射性物質のリスクと他のリスク（タバコなど）との比較 

• パイロットや放射線技師などの疫学調査の結果 

• 他の国での放射性物質に対する規制、日本との比較 

• 検査の方法（どこで、どのような計画で行われているのか？） 

• 規制値の意味と設定方法について、その根拠と合わせてわかりや
すく 

• 子供に対する健康影響、大人との違い 

• 何シーベルトでどういう健康影響があるのか？ 
• 過去に発生した類似の事故との比較（チェルノブイリ、広島・長崎） 

• 自然放射線が高い地域での対策 

• 今、何をしなければならないか。どうすればよいのか。 



• 「安全である」と言ってもらえば、福島のものでも買う。「安全」と言って
ほしい。（30－40代男性、単身女性、30－40代女性） 

• 被災地のものだから買って応援しようという気持ちは特にない。どこ
のものでも農家が苦労して栽培したり、育成しているのは変わりない
と思う。（30－40代男性） 

• 理論的には安全だとわかっていても、避けたいものは、避けたい。
（50－60代男性） 

• 何か隠されていることがあるのではないかと思うと、不安になる。（30
－40代女性） 

• 自分にとっての影響、自分の被ばく量を知りたい（50－60代女性、30
－40代女性） 

• 放射性物質のリスクについて、料理レシピのような感じで、スーパー
に小さなカードがおいてあると良い（50－60代女性） 

• 簡易版とフルバージョンの情報パッケージがあるとよい（50－60代男
性、50－60代女性） 

• 何のための情報提供か、明確に（ 30－40代男性、 50－60代男性、
単身女性） 
 

 

フォーカスグループインタビューから 
～その他の意見～ 



課題 
• 「ベクレル」「シーベルト」という言葉の意味や関係の理解度は
高くない。 

 

• リスクは病原性微生物やBSEと比べると高くないと認識されてい
るが、30－40代では相対的に高く認知。 

 → 長期的影響、将来世代への影響懸念 
 

• 「暫定規制値以下」「未検出」でも、被災地食品の価格評価は
平均でみると低いが、100％支払う用意がある人は多い。 

 → 「知識」の影響は限定的。「態度」の規定要因 
 

• 「規制値」＝少しでも超えたら危険 

 → 規制値の考え方、リスク評価と管理の考え方の普及 
 

• 「安全だ」と言ってほしい 

 



ご清聴いただき、どうもありがとうございました 


